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さ
く
ら
が
わ

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

さ
く
ら
が
わ
市議会
だより

令和５年度

　桜川市中部、大和地区には関東屈指の古刹である「雨引山楽法寺」があります。古
来より「子育祈願」の霊場であり、各地から多くの参拝者が訪れます。古くから桜の
名所としても知られており、敷地内には河津桜やソメイヨシノなど約３千本の桜が植え
られております。
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一般議案に　

　対する

議 案 審 議
　令和５年第２回定例会は、6月１　令和５年第２回定例会は、6月１
３日から１９日までの会期で開催さ３日から１９日までの会期で開催さ
れ、多岐にわたり審議が行われましれ、多岐にわたり審議が行われまし
た。その中から、主な質疑を掲載した。その中から、主な質疑を掲載し
ます。ます。

伝
承
館
で
は
駐
車
場
等
の
不
足

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
河
川

か
ら
離
れ
て
お
り
、
伝
承
館
の

ほ
う
が
優
れ
て
い
ま
す
が
、
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
真
壁

庁
舎
敷
地
が
最
適
と
判
断
し
ま

し
た
。

市
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算問　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

に
、
第
三
者
納
付
金
、
第
三
者

行
為
求
償
事
務
手
数
料
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
言
葉
の
意
味

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
第
三
者
納
付
金
に
つ
い
て

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

際
、
そ
の
対
象
者
が
交
通
事
故

に
よ
る
第
三
者
の
過
失
に
よ
っ

て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

そ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求

は
、
市
か
ら
第
三
者
の
保
険
会

社
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
納
付
金
が
第
三
者
納
付
金

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
に
市
か
ら
国

保
連
合
会
に
委
託
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
支
払
う
事
務
手
数
料
を

第
三
者
行
為
求
償
事
務
手
数
料

と
い
い
、
賠
償
金
の
4
％
の
額

に
な
り
ま
す
。

真
壁
支
所
敷
地
測
量
委
託

料問　
真
壁
地
区
に
は
真
壁
伝
承

館
が
あ
る
。
そ
こ
を
支
所
に
し

な
い
で
、
真
壁
庁
舎
敷
地
を
真

壁
支
所
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

答　

真
壁
支
所
の
場
所
に
つ

い
て
は
、
利
便
性
、
経
済
性
等

の
観
点
か
ら
検
証
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
、
利
便
性
（
ア

ク
セ
ス
性
）
で
す
が
、
真
壁
庁

舎
敷
地
は
、
県
道
石
岡
筑
西
線

に
近
く
、
現
在
の
庁
舎
所
在
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
り
易
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
伝
承
館
は
、

伝
建
地
区
内
に
立
地
す
る
た
め

ア
ク
セ
ス
性
は
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
経
済
性
に
つ
い
て
は
、

真
壁
庁
舎
敷
地
は
既
存
の
車
庫

や
倉
庫
の
継
続
使
用
等
に
よ
り

経
費
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

伝
承
館
に
つ
い
て
は
、
支
所

と
し
て
一
部
転
用
す
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
補
助

金
の
返
還
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
必
要
面
積
で
す
が
、

選
挙
の
期
日
前
投
票
な
ど
の
過

去
の
デ
ー
タ
で
は
１
日
最
大
１
，

４
０
０
人
が
来
所
し
て
お
り
、

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金

事
業

問　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り

親
世
帯
分
）
支
給
事
業
と
（
そ

の
他
世
帯
分
）
給
付
事
業
の
対

象
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
こ
の
事
業
は
食
費
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
う
け
る
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
の
0
歳
か
ら

18
歳
以
下
の
子
ど
も
に
対
し
一

人
当
た
り
5
万
円
の
給
付
金
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
分
に
つ
い
て

は
４
７
０
人
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
他
世
帯
分
に
つ
い

て
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
除
く

３
８
０
人
が
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。

桜
川
市
立
図
書
館
条
例

問　
ど
こ
の
図
書
館
で
も
、
図

書
館
条
例
と
施
行
規
則
は
一
緒

に
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
図
書
館
条
例
だ
け
だ

が
、
施
行
規
則
は
い
つ
頃
提
案

で
き
る
の
か
。

答　

施
行
規
則
に
つ
い
て
は
、

開
館
準
備
を
今
後
進
め
て
い
く

中
で
、
管
理
・
運
営
が
定
ま
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
規
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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全国市議会議長会・茨城県市議会議長会・茨城県西市議会議長会から
表彰状・感謝状が贈られました。

表彰・感謝状表彰・感謝状

潮田新正・小高友徳

全国市議会議長会　表彰状

小高友徳

茨城県西市議会議長会　感謝状

茨城県市議会議長会　表彰状

潮田新正・小高友徳

第２回定例会（6月13日〜6月19日）審議された議案と結果
専決処分
令和４年度一般会計補正予算（第１０号） 承認

令和５年度一般会計補正予算（第１号） 承認

令和５年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 承認

税条例の一部改正 承認

国民健康保険税条例の一部改正 承認

その他
令和４年度一般会計繰越明許費繰越計算書 報告
令和４年度一般会計継続費繰越計算書 報告
令和４年度水道事業会計予算繰越計算書 報告

令和４年度病院事業会計予算繰越計算書 報告

令和４年度下水道事業会計予算繰越計算書 報告
和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事
項の報告 報告

合併市町村幹線道路緊急整備支援事業支援対象道
路の整備に関する令和５年度委託契約 可決

市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決

条例の制定・改正・廃止
市生涯学習センターの設置及び管理等に関する条
例 可決

市立図書館条例 可決

市営住宅管理条例の一部改正 可決

市介護予防・生活支援事業実施条例を廃止する条
例 可決

請願・陳情

教育振興費の増額を求める陳情 継続
審査

合併特例債資金を「適切な水道施設更新」に有効
活用しなかったために市民は「高額な水道料金を
負担」し続け、将来は「漏水対策に多額な財政負担」
を強いられる方向に導いた桜川市政の検証と市民
への検証結果の公表・説明を市行政に求める陳情

不採択

補正予算
令和5年度一般会計補正予算（第２号） 可決
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　市民の皆さんが市政などについて要望があるときは、市議会に対し請願や陳情を提出するこ
とができます。
　請願と陳情には以下の違いがあります。

（１）提出要件
　・請願の提出には、紹介議員の署名又は記名押印が必要です。
　・陳情の提出には、紹介議員は必要ありません。

（２）受理後の取扱い
　・�請願は憲法第16条において保障される権利であり、受理した請願は必ず議会の審議が行わ
れます。

　・�桜川市議会では、受理した陳情のうち、以下に該当すると議長が判断した陳情は、議会運
営委員会の承認を得て、議会の審査をしない取扱いとします。

請願・陳情とは？

（審査除外基準）
　（１�）著しく個人、団体等を誹謗又は中傷をし、その個人、団体等の名誉棄損又は信用失墜

のおそれがあると判断した陳情
　（２）脅迫、恐喝等、公序良俗に反する用語の使用がある陳情
　（３）郵送分の陳情
　（４）提出者の住所及び連絡先が明記されていない陳情
　（５�）同一期内でおおむね1年を経過していない同趣旨の陳情で、状況の変化がないと認めら

れるもの
　（６）既に願意が達成されていると思われる陳情
　（７）その他議会の審査になじまないと議長が判断した陳情
　
　※（�１）及び（２）については、既に公表された事実、社会的に周知された事実等について

は除くものとする。
　　（�５）については、すでに審査結果が出ており、同一期内でおおむね1年を経過していない

請願と同趣旨の場合も、同様に取扱う。

請願（陳情）の書式例

詳細は「桜川市議会　請願」「桜川市議会　陳情」で検索

取扱いの方法が明文化されました
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９人の議員が一般質問を行いました

有
機
栽
培
の
生
産

拡
大
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
部
長　
昨
年

度
、
有
機
栽
培
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
米
を
は
じ
め
有

機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
は
少
な
い
状
況
に
あ

り
、
国
及
び
県
の
補
助
事

業
を
農
家
の
方
々
に
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
産
ユ
メ
シ
ホ
ウ

の
需
要
供
給
の
実

態
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
安
定
し
て
お
ら
ず
、

年
間
を
通
じ
て
体
制
の
構

築
が
課
題
と
聞
き
ま
す
。

　

更
な
る
消
費
量
拡
大
に

向
け
た
支
援
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
、

市村　香 議員

学
校
給
食
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
化
は
全
国

的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
笠
間
市
は
市
長
自
ら
学

校
給
食
用
有
機
米
の
生
産

拡
大
を
打
ち
出
し
た
と
聞

く
。
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
、
市
内
の
地
産
地
消
の

実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
学
校

給
食
は
、
主
食
の

米
は

100
％
桜
川
市
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
使
用
、
パ
ン
・

麺
は
ユ
メ
シ
ホ
ウ
小
麦
を

加
工
し
て
年
間
11
回
の
提

供
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
産
地
消
の

更
な
る
推
進
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

菊池伸浩 議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
問
題
点

が
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
市
民
と

持
っ
て
い
な
い
市
民
は
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

市
民
生
活
部
長　

申
請
者
数
（
※
）

は
、
３
万
８
２
９
人
で

す
。
申
請
し
て
い
な
い
人

は
、
９
，
０
１
６
人
で
す
。

作
っ
て
も
カ
ー
ド
を
受
け

取
り
に
来
て
い
な
い
人
が

１
，９
３
４
人
で
す
。
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
未
就
学

児
の
子
ど
も
、高
齢
の
方
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

が
多
い
で
す
。

カ
ー
ド
の
写
真
は

ど
の
よ
う
に
撮
る

の
で
す
か
。
子
ど
も
、
車

い
す
の
方
、
寝
た
き
り
の

方
も
撮
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

写
真
の
撮
り
方
は

規
定
が
あ
り
ま
す
。
18
歳

未
満
の
人
は
5
年
ご
と
に

撮
り
ま
す
。

特
に
マ
イ
ナ
保
険

証
が
問
題
で
す
。

紙
の
保
険
証
は
保
険
者
の

責
任
で
作
り
ま
す
が
、

カ
ー
ド
は
自
分
で
更
新
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
に
は
毎
回
、
カ
ー
ド

の
持
参
が
必
要
で
す
。
紛

失
し
た
ら
再
発
行
に
時
間

が
か
か
る
と
の
こ
と
で
す

が
。

市
民
生
活
部
長　

保
険
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
、
保
険
者
へ

の
異
動
は
必
要
に
な
り
ま

す
。
紛
失
に
よ
る
カ
ー
ド

の
再
発
行
は
現
在
１
～

2
ヵ
月
要
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
が
紛
失
な
ど
で
、

手
元
に
な
い
方
の
受
診
手

続
き
は
、
国
か
ら
の
情
報

待
ち
で
す
。

病
院
や
薬
局
で
、

顔
認
証
が
で
き
な

く
て
、
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗

唱
番
号
）
を
忘
れ
た
場
合
、

ロ
ッ
ク
が
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
対
処
方
法
は
ど

う
す
る
の
で
す
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
役
所
の
窓
口
に

申
し
出
れ
ば
、
解
除
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

※
カ
ー
ド
の
申
請
者
数
は
今

ま
で
の
累
計
で
す
。

岩
瀬
駅
西
側
道
路

の
狭
隘
部
分

岩
瀬
駅
西
側
道
路

の
狭
隘
部
分
の
土

地
が
買
収
可
能
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

計
画
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

建
設
部
長　
今
年

度
登
記
手
続
き
が

完
了
し
、
来
年
度
の
工
事

完
了
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

I
T
弱
者
に
配
慮
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

戦
略
に
示
さ
れ
て
い
る
組

織
づ
く
り
は
、
現
時
点
で
、

ま
だ
難
し
い
状
況
と
思
う

が
、
行
政
主
導
の
意
見
交

換
の
で
き
る
会
議
の
設
立

は
ど
う
か
。

市
長　
関
係
機
関

が
連
携
し
、
地
産

地
消
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

提
案
の
あ
っ
た
、
生
産

者
や
関
係
者
を
交
え
た
意

見
交
換
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

外
ト
イ
レ
の
設
置

要
望
に
つ
い
て

父
母
か
ら
桃
山
学

園
の
外
ト
イ
レ
設

置
の
要
望
が
あ
る
が
。

教
育
部
長　
真
壁

地
区
の
学
校
統
合

準
備
委
員
会
で
、
外
ト
イ

レ
設
置
に
つ
い
て
も
協
議

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
の
公
共
交
通
対
策
に

つ
い
て
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真
壁
城
跡
が
国
指

定
史
跡
に
な
っ
て

30
年
。
発
掘
を
経
て
、
遺

構
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。

　
隣
接
地
で
は
、
上
曽
ト

ン
ネ
ル
本
体
が
貫
通
し
、

令
和
7
年
の
開
通
に
向
け

て
、
周
辺
一
帯
の
整
備
活

用
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
桜
川
市
の
東
の
玄
関
に

位
置
す
る
真
壁
城
跡
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
真
壁

城
跡
の
特
色
は
、

①
北
関
東
屈
指
の
城
跡
が
、

市
街
地
に
隣
接
し
、
破
壊

さ
れ
ず
に
、
良
好
な
状
態

で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

②
中
世
の
戦
乱
に
巻
き
込

真
壁
城
跡
の
こ
れ
か
ら

林　悦子 議員

ま
れ
な
か
っ
た
為
、
真
壁

家
が
伝
え
た

100
点
を
超
え

る
古
文
書
が
、
焼
失
せ
ず

に
残
っ
て
い
る
。

③
城
下
町
が
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
に
指
定
。

　
歴
史
・
文
化
的
価
値
は
、

①
真
壁
久
幹
・
氏
幹
父

子
が
作
庭
を
重
ね
た
時
代

は
戦
国
末
期
（
１
５
５
０

年
～
１
６
０
０
年
）。
上

杉
謙
信
と
武
田
信
玄
の
抗

争
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀

吉
・
徳
川
家
康
の
天
下
統

一
に
向
か
う
時
代
。
学
術

的
に
も
関
心
を
集
め
て
お

り
、
再
び
、
研
究
論
文
も

増
え
て
い
る
。

②
防
御
だ
け
で
な
く
、
攻

撃
を
未
然
に
防
ぐ
、
政
治

力
を
発
揮
す
る
場
で
あ
っ

た
こ
と
。
そ
の
為
に
、
日

本
文
化
の
基
点
と
言
わ
れ

る
『
茶
の
湯
・
能
・
狂
言
』

の
文
化
交
流
が
禅
宗
・
時

宗
の
僧
侶
を
媒
介
と
し
て

行
わ
れ
た
。
主
殿
・
能
舞

台
・
茶
室
跡
が
確
認
さ
れ
、

文
化
活
動
の
解
明
も
進
ん

で
い
る
。今

後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
復
元
、

活
用
に
対
す
る
、

文
化
庁
の
考
え
方
も
、
前

向
き
に
な
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、
保
存
活
用

計
画
、
基
本
計
画
の
改
定

に
着
手
。
そ
の
後
、
実
施

計
画
、
整
備
工
事
に
入
り
、

令
和
11
年
度
の
中
城
地
区

整
備
完
了
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

加
波
山
市
場

加
波
山
市
場
は
、

多
額
の
改
修
費
に

対
し
、
店
舗
が
活
か
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

総
合
戦
略
部
長　

地
域
の
物
産
の
販

売
・
商
品
開
発
に
加
え
、

市
民
へ
の
開
放
な
ど
、
公

益
性
の
高
い
事
業
も
考
え

て
い
き
た
い
。

飯島洋省 議員

一
時
的
な
不
具
合

で
あ
っ
て
も
、
生

活
排
水
が
処
理
さ
れ
な
い

ま
ま
用
水
路
に
流
れ
込
み
、

そ
の
水
が
農
業
用
水
と
し

て
稲
作
に
利
用
さ
れ
、
最

終
的
に
は
私
た
ち
の
食
用

と
し
て
流
通
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を

持
っ
た
状
況
は
改
善
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
今

後
、
処
理
水
排
水
計
画
の

見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

上
下
水
道
部
長　

下
水
道
事
業
や
農

業
集
落
排
水
事
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費

用
の
負
担
や
人
口
減
少
に

伴
う
使
用
料
の
減
少
な
ど

厳
し
さ
が
増
し
、
よ
り
効

率
的
な
事
業
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
各
施
設
更
新
期

を
見
据
え
、
排
水
処
理
施

設
の
統
廃
合
や
流
域
下
水

道
へ
の
接
続
な
ど
、
現
行

の
排
水
計
画
の
総
合
的
な

見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
こ
の
た
び
の

処
理
施
設
の
突
発
的
な
機

器
の
故
障
な
ど
に
よ
り
、

農
業
用
用
排
水
の
水
質
に

影
響
が
な
い
よ
う
、
適
切

な
施
設
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
団
出
動
報
酬

３
月
議
会
で
の
出

動
報
酬
の
改
正
は

理
解
で
き
る
が
、
特
に
昨

今
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る

火
災
の
消
火
作
業
は
、
常

に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
、

消
防
団
員
は
職
場
を
休
む

な
ど
し
て
駆
け
つ
け
る
。

　
こ
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、

時
間
を
限
定
せ
ず
、
出
動

一
律
１
万
円
程
度
の
報
酬

の
見
直
し
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
考
え
る
。

　
業
務
の
負
荷
、
犠
牲
に

す
る
日
常
の
仕
事
等
も
勘

案
し
、
再
度
見
直
し
検
討

を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　
団
員

の
方
々
に
は
、様
々

な
職
業
に
従
事
し
な
が
ら

災
害
活
動
に
従
事
頂
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の

方
々
へ
の
防
火
、
防
災
の

指
導
や
各
種
警
戒
活
動
、

ま
た
大
規
模
災
害
時
も
、

地
域
防
災
の
要
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

報
酬
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
国
及
び
近
隣
の
市

町
村
の
動
向
に
留
意
す
る

と
と
も
に
、
筑
西
広
域
管

内
の
３
市
に
お
い
て
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
取
組

・
市
運
動
会
復
活
の
可
能

・
消
防
水
利
整
備
点
検
状
況

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

処
理
水
排
水
計
画
の
見
直
し
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通
学
路
や
歩
道
を

安
全
に
使
用
す
る

た
め
の
、
管
理
状
況
及
び

昨
年
の
小
・
中
学
校
内
で

の
犯
罪
、
事
故
等
の
有
無

に
つ
い
て
、
ま
た
こ
の
様

な
事
態
を
想
定
し
た
訓
練
、

防
犯
対
策
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　
通
学

路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
は
、
通
学
路
安
全

推
進
協
議
会
で
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校

内
で
の
犯
罪
や
事
故
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
不
審
者
の
対

応
、
避
難
訓
練
を
年
1
回

教
育
環
境
・
安
全
安
心
の

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

武井 久司議員

実
施
し
て
い
ま
す
。
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
不
審
者

の
侵
入
抑
止
や
事
件
事
故

時
の
証
拠
記
録
な
ど
に
活

用
で
き
、
有
意
義
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

未
整
備
の
学
校
（
岩
瀬

東
中
、
大
国
小
）
や
設
置

台
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い

等
の
要
望
ど
お
り
設
置
し
、

児
童
生
徒
へ
の
安
全
対
策

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
方
創
生
、
中
小

企
業
支
援
策
強
化

に
つ
い
て

第
2
次
総
合
計
画

よ
る
と
、
自
然
的

土
地
利
用
は
、
過
半
数
が

農
地
区
域
や
公
園
の
指
定

を
受
け
、
開
発
需
要
の
低

下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
歯
止
め
と

な
る
よ
う
な
工
業
用
地
の

確
保
、
企
業
誘
致
の
推
進

や
地
場
産
業
（
石
材
業
）

の
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
部
長　
市
街

化
調
整
区
域
や
農

地
な
ど
で
開
発
上
の
制
限

が
掛
か
っ
て
い
る
エ
リ
ア

が
多
く
、
大
規
模
工
場
の

誘
致
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

昨
年
策
定
さ
れ
た
産
業

系
地
区
計
画
に
よ
り
市
街

化
調
整
区
域
が
緩
和
さ
れ
、

産
業
系
誘
致
施
策
に
寄
与

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
業
（
石

材
業
）
に
つ
い
て
は
、
需

要
の
減
少
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
等
の
課
題
が
あ

り
、
販
路
拡
大
や
後
継
者

育
成
の
た
め
、
石
材
業
振

興
事
業
補
助
金
等
を
交
付

し
石
材
業
の
振
興
や
後
継

者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
バ
ー
カ
ー
ド
進
捗

状
況
に
つ
い
て

市
の
事
業
実
施
の

際
に
、
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
方
が
植
樹
し
た

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
伐
採
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
思
い
が

あ
っ
て
植
樹
さ
れ
た
桜
な

の
で
、
と
て
も
悲
し
い
思

い
を
し
て
い
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
同
様
の
こ
と
が

あ
り
、
い
つ
も
後
か
ら
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

　
桜
川
市
は
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
を
地
域
の
重
要
資
源
と

捉
え
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

の
か
。
今
後
、
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
起
き
な
い
た
め

に
は
、
組
織
や
社
会
で
対

応
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

　
　
　
保
全
活
用
に
つ
い
て

軽部　徹 議員

く
り
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
活

用
に
関
す
る
条
例
化
に
つ

い
て
検
討
を
要
望
し
た
い
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
市
の

保
全
活
用
の
考
え
方
、
進

め
て
い
る
事
業
等
に
つ
い

て
伺
う
。総

合
戦
略
部
長　

桜
川
市
で
は
平
成

30
年
度
に
全
国
的
に
も
珍

し
い
桜
川
市
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

保
全
活
用
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

名
勝
・
天
然
記
念
物
の

サ
ク
ラ
の
保
全
、
里
山
の

保
全
、
人
材
育
成
を
基
本

方
針
と
し
て
、
地
域
の
活

性
化
と
市
民
の
郷
土
に
対

す
る
誇
り
と
愛
着
を
育
み
、

桜
川
市
ら
し
い
真
に
持
続

可
能
な
暮
ら
し
づ
く
り
に

繋
げ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
、
磯
部
桜
川
公

園
内
に
お
け
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
健
康
診
断
や
土
壌
改

良
な
ど
、
樹
木
医
会
と
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
行
政
地
区

等
に
、
助
成
金
や
原
材

料
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
材
育
成
で
は
、
桜
守

養
成
講
座
を
開
講
し
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
守
り
育
て
い

る
人
材
を
育
成
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
の
事
例
を

踏
ま
え
、
公
共
施
設
内
の

樹
木
を
伐
採
す
る
際
に
は
、

以
下
の
と
お
り
、
全
部
局

に
対
し
、
注
意
喚
起
を
行

い
ま
し
た
。

①
公
共
施
設
内
に
お
け
る

樹
木
伐
採
や
大
が
か
り
な

選
定
を
す
る
場
合
は
、
必

ず
地
元
区
長
や
関
係
者
の

了
承
を
得
た
上
で
実
施
す

る
こ
と
。

②
老
木
等
に
よ
り
倒
木

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

樹
木
医
の
判
断
を
仰
ぐ
な

ど
し
て
適
切
な
対
応
を
行

う
こ
と
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
つ
い
て　



こ
の
施
設
は
、
傾

斜
度
10
％
の
山
林

を
切
り
開
き
、
雨
水
対
策

は
素
掘
り
の
浸
透
た
め
池

で
あ
る
。

　
市
は
一
時
間
当
た
り
雨

量
54
ミ
リ
に
対
応
で
き
る

容
量
が
あ
り
大
丈
夫
と
届

出
を
認
め
工
事
中
で
あ
る

が
、
計
算
ミ
ス
で
実
際
の

容
量
は
１
／
２
以
下
し
か

な
い
。
安
全
の
た
め
に
水

路
に
流
す
よ
う
指
導
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
市
の
責
任
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

計
算
違
い
が
あ
っ

た
の
で
変
更
届
が
出
て
お

り
協
議
中
で
す
。
そ
れ
は

羽
田
山
の
太
陽
光
発
電
施

設
は
、
安
全
と
い
え
る
か

川股　隆 議員

日
雨
量
１
９
０
ミ
リ
に
相

当
し
、
貯
留
浸
透
施
設
は

有
効
と
考
え
ま
す
。
条
例

に
基
づ
き
、
事
業
者
の
公

表
も
視
野
に
入
れ
責
任
を

持
っ
て
指
導
し
ま
す
。

公
共
交
通
に
つ
い

て
公
共
交
通
は
、
憲

法
が
保
障
す
る
基

本
的
人
権
と
考
え
る
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
通
院
と
買
い
物
」
し
か

聞
い
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
、
高
齢
者
の
重
要

な
足
で
あ
っ
た
の
で
、
10

月
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
券
配
布
へ
の
転
換

後
も
、
実
績
を
見
て
再
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長　
高
齢

者
の
文
化
、
余
暇

活
動
で
の
利
用
は
重
要
な

観
点
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
へ
の
転
換
は
、
市

外
へ
の
運
行
な
ど
利
用
者

の
求
め
に
応
じ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
課
題
解

決
に
向
け
た
よ
り
よ
い
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

に
努
力
し
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い

て
防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
は
在

庫
が
あ
る
の
で
、
難
聴
の

方
に
も
貸
与
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
「
地
域
防
災
計
画
」
で

は
、「
男
女
双
方
の
視
点
等

に
配
慮
し
た
避
難
所
の
運

営
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
実
績
を
伺
う
。

総
務
部
長　
難
聴

の
方
の
個
別
受
信

機
貸
与
は
、
個
別
に
相
談

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

対
応
を
検
討
し
ま
す
。
避

難
所
は
、
女
性
区
長
さ
ん

の
活
動
事
例
の
報
告
な
ど

の
実
績
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
避
難
訓
練
な
ど
で

考
え
る
機
会
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

8

今
年
４
月
に
境
町

立
境
小
学
校
校
庭

が
全
面
人
工
芝
に
整
備
さ

れ
、
総
事
業
費
５
，
９
０

０
万
円
と
茨
城
新
聞
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
当
校
の

校
庭
は
３
，
３
７
４
平
米

で
、
学
校
施
設
改
善
交
付

金
１
，
０
８
２
万
円
を
含

む
金
額
で
す
。

　
一
方
、
ラ
ス
カ
グ
ラ
ン

ド
は
１
万
８
０
０
平
米
で
、

上
記
事
例
同
様
の
施
工
方

法
で
１
億
８
，
９
０
０
万

円
程
必
要
で
す
。

　
ラ
ス
カ
グ
ラ
ン
ド
は
過

去
３
年
で
１
年
平
均
60
日

弱
の
利
用
し
か
な
い
も
の

の
傷
み
が
激
し
く
、
12
月

半
ば
か
ら
３
ヶ
月
半
も
養

ラ
ス
カ
グ
ラ
ン
ド
人
工
芝

改
修
の
事
業
化
に
つ
い
て

中田拓也 議員

生
期
間
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
中
学
の
部
活
動

が
順
次
無
く
な
り
、
統

合
し
て
指
導
す
る
方
向
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
拠

点
と
な
る
施
設
が
必
要
で
、

市
民
か
ら
年
齢
問
わ
ず
ラ

ス
カ
整
備
を
望
む
声
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　
境
小
学
校
の
例
は
、
住

宅
地
の
中
に
位
置
し
て
お

り
、
砂
埃
や
土
砂
の
流
出
、

水
は
け
等
の
問
題
が
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
要
望
を
受
け

て
事
業
化
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
資

金
調
達
に
よ
る
事
業
化
が

可
能
か
伺
い
ま
す
。

市
長
公
室
長　
ラ

ス
カ
グ
ラ
ン
ド
芝

生
広
場
を
人
工
芝
に
改
修

す
る
事
業
は
、
ご
指
摘
の

様
に
２
億
円
程
の
事
業
規

模
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
の
練

習
や
試
合
等
で
の
使
用
に

は
問
題
な
く
利
用
日
数
も

増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

土
日
祝
日
の
利
用
が

大
半
の
為
、
利
用
頻
度
を

更
に
向
上
す
る
に
は
、
平

日
夜
間
の
利
用
を
想
定
し
、

照
明
等
附
帯
設
備
の
設
置

が
必
要
と
な
る
等
、
事
業

規
模
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

多
額
の
事
業
費
を
賄
う

為
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
広
く
多
数
の

方
か
ら
資
金
を
調
達
で
き

る
手
法
と
し
て
多
方
面
で

の
成
功
例
が
あ
り
、
有
効

な
活
用
方
法
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
様
々
な
視

点
か
ら
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
利
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ

い
て

・
桜
川
市
土
地
改
良
区
の
水

路
維
持
管
理
対
応
に
つ
い

て
・
都
市
公
園
と
農
村
公
園
の

区
分
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て

・
不
足
し
て
い
る
市
内
宿
泊

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
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 年４回（３・６・９・12 月）
の定例会や臨時会の議会映
像は、市議会ホームページ

（Youtube）で配信します。

市議会ホームページで
市議会の映像を視聴できます！

市議会ホームページの【議会
録画（映像）】から視聴できま
す。

『桜川市議会』で検索

ここをクリック

市
の
様
々
な
課
題

に
立
ち
向
か
う
べ

き
職
員
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
よ
る
休
業
者
が
相
当

数
出
て
い
る
と
の
こ
と
。

ど
う
い
う
状
況
か
。

市
長
公
室
長　
今

年
２
月
末
時
点
の

90
日
を
超
え
な
い
範
囲
で

の
療
養
休
暇
取
得
者
は
４

名
、
90
日
超
の
休
職
者
は

６
名
で
、
昨
年
度
中
の
延

べ
の
休
業
者
数
は
計
14
名

で
し
た
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
は
療

休
者
が
２
名
、
休
職
者
は

６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
精
神
科

産
業
医
と
年
間
委
託
業
務

契
約
を
締
結
し
、
オ
ン
ラ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
よ

る
休
業
者
数
に
つ
い
て

榎戸和也 議員

イ
ン
に
よ
る
高
ス
ト
レ
ス

者
の
面
談
や
休
職
者
の
面

談
、
復
職
に
向
け
て
の
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。市

長
の
東
京
出
張

に
つ
い
て

令
和
３
年
５
月
31

日
の
市
長
の
東
京

出
張
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
市
が
県
か
ら
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
市
町
村
に
指
定

さ
れ
た
日
の
こ
の
出
張
に

つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ

と
が
非
常
に
多
い
。

　
墨
田
区
の
企
業
訪
問
と

い
う
が
企
業
名
は
明
か
さ

な
い
、
墨
田
区
の
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
と
宿
泊
費
を
も

ら
っ
て
出
か
け
た
の
に
泊

ま
っ
た
の
は
六
本
木
の
ホ

テ
ル
と
の
こ
と
。

　
さ
ら
に
こ
れ
に
帯
同
し

た
職
員
の
目
的
地
は
墨
田

区
で
な
く
港
区
六
本
木
の

ホ
テ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
職
員
の
帯
同
を
決

め
た
の
は
い
つ
か
。

　
ま
た
、
こ
の
職
員
は
午

後
６
時
に
六
本
木
に
着
き

７
時
15
分
ま
で
勤
務
し
た

後
、
電
車
で
帰
宅
し
て
い

る
。
従
っ
て
市
長
も
帰
っ

て
来
ら
れ
た
筈
な
の
に
、

帰
ら
ず
に
東
京
に
宿
泊
し
、

し
か
も
翌
日
「
用
賀
」
方

面
か
ら
帰
っ
て
来
て
い
る
。

こ
れ
は
何
故
か
。

市
長
公
室
長　
同

行
職
員
の
出
張
先

が
市
長
と
違
っ
て
い
る
の

は
、
当
日
急
に
出
張
を
命

じ
ら
れ
た
た
め
手
続
き
が

間
に
合
わ
ず
、
事
後
の
手

続
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
で
す
。
目
的
地
の
変

更
は
、
道
中
、
相
手
企
業

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
た
め

で
す
。

　
翌
日「
用
賀
」か
ら
帰
っ

て
来
た
の
は
、
今
後
の
市

の
新
た
な
商
業
施
設
と

桜
川
市
の
農
業
の
参
考
と

す
る
た
め
、
世
田
谷
青
果

市
場
を
見
て
来
た
か
ら
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
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　今年5月、新型コロナウイルス
感染症が5類感染症になりまし
た。ようやく日常が戻ってきた
ような気がします。
　今年からは、これまで自粛を
余儀なくされていた真壁のひな
祭りやSAKURAフェスティバルが
開催され、真壁祇園祭や納涼大
会も開催される予定です。ここ
のところ、猛暑日が続いていま
す。熱中症には気を付けて、久

しぶりのお祭りを楽しみましょ
う。
　今議会では、地域経済の回復
や物価高騰への対策を目的とし
て、3回目の地域応援チケット
事業の予算を議決いたしました。
これまで同様、一人あたり２千
円分のチケットになります。これ
から市民の皆様のお手元に郵送
されますので、ぜひご活用くだ
さい。                        　 軽部　徹

野村　享久さん
桜川市富谷

～
伝
え
て
い
き
ま
す
～

～
伝
え
て
い
き
ま
す
～

羽
黒
小
学
校
に
残
る

羽
黒
小
学
校
に
残
る

　
　
　
　
青
い
目
の
人
形

　
　
　
　
青
い
目
の
人
形

　６月
	 ６日	 	総務常任委員会	

文教厚生常任委員会
	 ７日	 建設経済常任委員会
	 ８日	 	議会運営委員会	

議会全員協議会
13〜19日　第２回定例会
	 13 日	 議会運営委員会
	 15 日	 建設経済常任委員会
	 	 文教厚生常任委員会
	 19 日	 	議会全員協議会
21〜23日　建設経済常任委員会視察研修
28〜30日　	総務・文教厚生常任委員会視

察研修

 ７月
	 19 日	 議会広報特別委員会
	 24 日	 筑西広域市町村圏事務組合議会議会

運営委員会
	 27 日	 筑西広域市町村圏事務組合議会臨時

会

　
青
い
目
の
人
形
の
話
が
あ
り
ま
す
。

　
青
い
目
の
人
形
の
話
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
、
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
た
日
本

　

明
治
時
代
に
、
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
た
日
本

の
人
た
ち
が
現
地
で
差
別
運
動
に
あ
い
ま
し
た
。

の
人
た
ち
が
現
地
で
差
別
運
動
に
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
差
別
解
消
に
あ
た
っ
た
の
が
渋
沢
栄
一
氏

そ
の
差
別
解
消
に
あ
た
っ
た
の
が
渋
沢
栄
一
氏

で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

氏
と
解
決
策
を
練
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

氏
と
解
決
策
を
練
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
人
形
を
贈
り
合
う
と
い
う
日
米
親
善
策
を
実

の
人
形
を
贈
り
合
う
と
い
う
日
米
親
善
策
を
実

施
し
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
青
い
目
の

施
し
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
青
い
目
の

人
形
を
、
日
本
か
ら
は
市
松
人
形
を
贈
り
合
い

人
形
を
、
日
本
か
ら
は
市
松
人
形
を
贈
り
合
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
青
い
目
の
人
形
は

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
青
い
目
の
人
形
は

１
２
，
０
０
０
体
以
上
で
す
。
渋
沢
氏
は
日
本

１
２
，
０
０
０
体
以
上
で
す
。
渋
沢
氏
は
日
本

全
国
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
図
書
館
に
配
り
ま

全
国
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
図
書
館
に
配
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起
こ
り
、
ア
メ
リ

　

そ
の
後
に
太
平
洋
戦
争
が
起
こ
り
、
ア
メ
リ

カ
は
敵
国
に
な
り
ま
し
た
。
国
や
軍
部
は
ア
メ

カ
は
敵
国
に
な
り
ま
し
た
。
国
や
軍
部
は
ア
メ

リ
カ
製
の
物
の
所
持
は
許
さ
な
い
と
い
う
事
で

リ
カ
製
の
物
の
所
持
は
許
さ
な
い
と
い
う
事
で

青
い
目
の
人
形
の
焼
却
処
分
の
命
令
を
出
し
ま

青
い
目
の
人
形
の
焼
却
処
分
の
命
令
を
出
し
ま

し
た
。
殆
ど
の
人
形
が
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、

し
た
。
殆
ど
の
人
形
が
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、

燃
や
す
こ
と
に
忍
び
難
く
ど
こ
か
に
隠
し
て
し

燃
や
す
こ
と
に
忍
び
難
く
ど
こ
か
に
隠
し
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
の
平
和
な
時
代
と
な
っ
た
と

　

そ
し
て
、
昭
和
の
平
和
な
時
代
と
な
っ
た
と

き
、
青
い
目
の
人
形
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る

き
、
青
い
目
の
人
形
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る

か
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
茨
城
県
に

か
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
茨
城
県
に
1010
体
残
っ

体
残
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、
羽

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、
羽

黒
小
学
校
に
も

黒
小
学
校
に
も
11
体
残
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ

体
残
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ

た
の
で
す
。貴
重
な
青
い
目
の
人
形
で
す
。現
在
、

た
の
で
す
。貴
重
な
青
い
目
の
人
形
で
す
。現
在
、

羽
黒
小
学
校
の
玄
関
に
あ
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
内

羽
黒
小
学
校
の
玄
関
に
あ
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
内

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
話
を
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
に

　

こ
の
話
を
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。
早
速
台
本
を
作
り
、
仲
間
を
集
め
ま
し
た
。

た
。
早
速
台
本
を
作
り
、
仲
間
を
集
め
ま
し
た
。

映
像
を
担
当
す
る
人
、
読
み
聴
か
せ
を
す
る
人
、

映
像
を
担
当
す
る
人
、
読
み
聴
か
せ
を
す
る
人
、

腹
話
術
の
人
形
を
操
る
人
、
音
楽
を
担
当
す
る

腹
話
術
の
人
形
を
操
る
人
、
音
楽
を
担
当
す
る

人
と
分
け
、
現
在
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
羽

人
と
分
け
、
現
在
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
羽

黒
小
学
校
の
御
理
解
を
得
て
、

黒
小
学
校
の
御
理
解
を
得
て
、
66
月月
2828
日
に
披

日
に
披

露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
親
善
交
流
に
は
、
桜
川
市
に
住
む
子
ど

　

こ
の
親
善
交
流
に
は
、
桜
川
市
に
住
む
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
関
わ
っ

も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
平
和
を
願
う
人
た
ち
の
優
し
い
心

て
い
ま
す
。
平
和
を
願
う
人
た
ち
の
優
し
い
心

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青い目の人形


